各委員からのご質問・ご意見・ご提案など
○・進め方に関して、前回の会議での発言と重なりますが、委員では十分検証できない専門的な条文について、どのように見直すか、どのようにこの会議の議論を補足・補強できるか、ある程度考えておく必要があると思います。
・ワークシートにも書きましたが）市の職員への意識調査もされてはいかがでしょうか。　（根拠は第３２条）又は、すでに（関連する）職員アンケートを実施しているようであればその情報を知らせて欲しい。

○問題点が見出せませんでした。市民参画の自覚と責任を持った内容のとても良い条例だと思います。
○それぞれの目線、立場の意見を述べあうということで良いと思います。
○自治推進が今の市政とどのようにかわるかを市民の皆さんに知ってもらうのが一番の課題だと思います。
○・市職員がどの程度まで条例を知り、認識をもって行政に取り組んでいるだろうか？

・「まちづくりは人づくり」の観点に立って市職員の意識改革や研鑽はどこの課でどのように行っているのか？

・この条例に基づいてある今日協働条例、男女共同参画条例の検証は行う予定であるのかどうか？
＜感想＞
・確か(？)この条例を参考にして高松市自治基本条例ができたと思うが、自分はそれ(高松市)を参考にして検証してみました。

・全般的に言えることは、表記文言が市民の言葉で書かれてない。統一性に欠ける、具体性に乏しい。従って市民からかけ離れた条文になっている感が強い。しかしこれを見直すにはかなりの時間と本腰を入れないとできないだろう。
○・各項目の条文　詳細に検証しましたが、課題はありません。
・伊丹市の提言はすべて、当市の課題です。
○会議の進め方について、各委員に順に意見を求め、テーマ毎にまとめていくこと。
第2回自治推進委員会


平成22年8月19日（木）
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